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　ヴァンクリーフ＆アーペルの「2023
年ラッキースプリングコレクション」よ
り、新作2点のペンダント、アントレレ 

ドアリング、ブレスレットの計
４点が加わり、さらに豊かなラ
インナップとなった。優しい花
や生き物のモチーフにオーナ
メンタルストーンの輝きを組み
合わせた詩情あふれる作品を
通し、目覚めつつある自然の
姿を優雅に描き出している。
　2021年に発表されたラッ
キースプリングコレクション
は、ヴァンクリーフ＆アーペル
ならではの詩的な世界観とポ
ジティブな人生観を形にした

もの。今年、メゾンが大切にしている2
つのテーマ「自然」と「幸運」をひとつに
した新作が、ヴァンクリーフ＆アーペル
の魅惑的な庭園に加わる。
　これらの作品では、ローズゴールド、
ホワイトマザーオブパール、オニキス、

カーネリアンの鮮やかなパレットが繊
細なモチーフを彩り、輝きに満ちたのど
かな情景を描いている。ピュアで優美
な春の景色を織りなすのは、スズラン
の花、てんとう虫、プラムの花。どのモ
チーフも、メゾンが伝えたい幸運と喜び
のメッセージを表現するために、制作
のプロセスを通して徹底的に吟味さ
れ、デザインされた。価格は336,600円
～902,000円。

　ベビーリングの専門店「nenenowa
（ネネノワ）」は、3月16日～4月26日ま
で、ベビーリングの購入者に似顔絵を
プレゼントする「母の日キャンペーン」
を開催している。

　はじめての子育てに一生懸命のお
母さんや、家族が増えて毎日忙しいお
母さん、仕事や家庭の両立をがんばっ
ているお母さんに「ありがとう」の気持
ちを伝える日であるのと同時に、お母さ
ん自身もいつもがんばっている自分を
ほめてあげる日。
　写真を似顔絵にてプレゼントする。
ベビーリングは母の日オリジナルパッ
ケージとなる。

　天然のセピアカラーの輝き
を放つ「カシケイブラウンダイヤ
モンド」を展開する㈱柏圭は、
時代を超え愛され続けるシグ
ネチャー「ネイキッドシリーズ」
に新たなアイテム「新ユニセッ
クスペンダント」を追加。この新
作をを伊勢丹新宿店、日本橋

三越本店、銀座三越にて期間限定の
POP UP STOREで紹介している。
　世界で唯一の天然ブラウンダイヤモ

ンドジュエ
リーブラン
ドとして発
売されて
から今年
で20周年
を迎える
「カシケイ
ブラウンダ
イヤモン
ド」。今も
なお愛さ

れ続ける、淡いブラウンカラーのダイヤ
モンドとブラウンゴールドの組み合わ
せでヌーディな輝きを放つネイキッドシ
リーズ。新アイテムのモチーフはより強
く主張し、こぼれるような輝きが身に着
けた時の満足感を高める。存在感のあ
るチェーンを採用し、ジェンダーレスに
着けこなせるペンダント。
　POPUP＝3月29日～9月26日＝日
本橋三越本店本館6階、銀座三越新
館2階、5月24日～5月30日＝伊勢丹
新宿店本館3階。

　「知的・エレガンス・ベーシック」を
キーワードに、日常使いの出来る上品
で瑞 し々いジュエリーを提案する「ヴァ
ンドーム青山」の創業50周年を迎える
アニバーサリーイヤーに登場する新作
ジュエリーは、これまで歩んできた道の
りで生まれたヒット作の復刻モデルや、
ブランドを代表するデザインをリモデル
したシリーズ。自分らしく生きる人の
様々なライフスタイルに寄り添いながら

､煌きに満ちた未来に向けて､これから
も時代の感性に共鳴するジュエリーを
提案し続ける。

　1997年
に発売さ
れたヒット
作､“X”シ
リーズをリ
モデルした
コレクショ
ンは艶や
かに磨か
れたゴー
ルドの光
沢と､きら
めくダイヤ

モンドで描いた柔らかなラインで洗練
された美しさを表現。（上写真）ネック
レス82,500円、ピアス88,000 リング
円、220,000円。
　創業50周年を迎えるアニバーサリー
イヤーに､これまでの感謝の気持ちを込
めた限定品が登場。ブランドの頭文字
「V」やヴァンドーム青山のアーカイブに
もある人気モチーフの四つ葉のクロー
バー､50周年にちなみ5石のダイヤモン

ドがきらめくデザイン
など、特別感のあるダ
イヤモンドネックレス。
（上写真）ネックレス
左から110,000円、

110,000円、33,000円、33,000円、
49,500円。

　50周年記念モデルと､高い人気を
誇ったアーカイブモデルが復刻版とし
て登場。存在感のあるスタイリッシュで
普遍的なデザインは、時代を超えてそ
の魅力を放ち続ける。
　（上写真）リング左からブランドの頭
文字「V」と代表作「X」。その2つがぴっ
たりと重なる50周年記念モデル。
198,000円～、297,000円～、2002
年発売“carré”復刻リング 187,000
円～、1997年発売“X”復刻リング
495,000円～、1999年発売“four -
seasons”復刻リング 420,200円～、
2000年発売“tw ice”復刻リング
324,500円～。
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ベビーリング専門店「ネネノワ」

似顔絵をプレゼント母の日
キャンペーン

伊勢丹新宿や
銀座三越でPOPUP

創業50周年を記念した新作に
復刻モデルやリモデルシリーズ

ヴァンドーム青山

　栄光時計㈱による4年振りの世界の
至宝展「Anthology in Osaka 2023」
が、3月12日・13日の2日間、リーガロイ
ヤルホテル大阪で盛大に開催され、4
年前以上の来場者で賑わった。
　同社は厳しい状況が続く中でも前を
向き、様々な改革によって大きく躍進し
ながら回復を図り、この1年の集大成と
新年度への更なる躍進の「場」とする
べく、全社員が一丸となって“見えない
ウイルスと闘ってきた消費者たちに少し
でも晴れやかな気持ちになってもらい
たい”との熱い想いでアンソロジーに取
り組んだ。
　2022年度は、井上実社長を筆頭に
攻め続けた。その勢いをそのままに、ア
ンソロジーから日本の宝飾市場を盛り
上げたいと今までとは違うアンソロ
ジーを創り上げ、全国の宝飾小売店に
参加を呼びかけた。同社の強みでもあ
る全国7カ所の拠点を活かし、この機
会を楽しみにしていた全国の宝飾小売
店の掘り起こしにも成功した。
　成功した理由は久しぶりの開催だっ
たからではなく、この先の未来を見据
えた新しいアンソロジーとして得意先
が満足できる内容を企画したことと、そ
の熱い想いに尽きる。
　金やプラチナの地金価格が上昇傾
向にあり、希少価値や資産性にも目が
向けられたことで、ジュエリー業界も
潤った面があるが、アンソロジーでは
改めてジュエリーの本当の価値を追求
し、歴史と技術を伝え続けるものを後
世に残していくことを念頭にブランド選
びと企画が立てられた。
　市場では世界的な有名ブランドに
人気が集まる中、敢えてメインに日本
のジュエリー作家を立てるところに栄
光時計の攻めの姿勢が感じられた。目

先だけではなく成熟した日本の顧客
へ、品質の良さ、ものづくりの確かさ、
デザイン性、作家やデザイナーによる
歴史とブランド力の全てを今一度紹介
することによって、アンソロジーが求め
る「美しさ、センス、個性」を伝えること
に徹底した。
　その為に、思い切って一般商材を大
幅に減らし、通常店頭に並ぶことのな
い商材で特別な世界観を演出した。

　そして会場入口では500本の本物の
桜で来場者を迎え、マスクを外し記念
撮影する多くの来場者の笑顔で溢れ
た。大型催事ならではの華やかな雰囲
気に、心待ちにしていた来場者の気持
ちが重なり合い、自然と話も弾み滞在
時間が延びて、有意義な商談が連日
続いた。
　会期初日に2回開催されたスペシャ
ルゲストの
アンミカ氏
によるスペ
シャルトー
クショーに
は、大勢の
観 覧 者が
集まり、とて
も楽しげな
姿が見られた。アンミカ氏が身に着け
て登場したイタリアンジュエリー
「LeoPizzo」への問い合わせは一気に

増え、アンミカ氏の立ち振る
舞いとその美しさによって
ジュエリー全体への売上に
も貢献したようだ。

感動の声が寄せられる

　執行役員・大阪支店長の上野健治
氏は「日本のジュエリーにスポットを当
てた理由は、大きく分けて2つあります。

1つは、日本の宝飾業界が海
外に目を向けて発信してい
るにも関わらず、素材や一般
ジュエリーの商社
が必死になってい
るのみで、宝飾品の
素晴らしさを伝えき
れていないこと。も
う一つは、日本の

マーケットにおいて海外ブラ
ンドに完全に押されているこ
とです。日本には今回のアンソ
ロジーに出展いただいた素晴
らしいデザイナー・作家の皆様をはじ
め、沢山の素晴らしい日本のジュエ
リーがあります。もっと国内でアピール
し、日本から生まれるジュエリーを日本
人が愛し、世界に発信していくことが業

界を発展させ、事業
を継承する本質だ
と考えているからで
す」と、アンソロジー
開催への想いを語
り、続けて「おかげ
様をもちましてアン
ソロジーの集客、売
上は4年前を超える

成果となりました。会場ではたくさんの
笑顔に出会うことができました。これも
ご来場いただいたお客様をはじめ、ご

勧誘いただいたパー
トナー様、出展各社
様、運営いただいた
皆様、関係各社様の
お陰です。皆様の笑
顔が主催者にとって
の真の喜びです。大
変ありがとうございま
した。まだまだ到らぬ
点もあり、満開の桜の
ような点数はつけら

れませんが、
開催できたこ
とに感謝した
いと思 いま
す」と述べた。
　得意先から
は「一般商材
がないことで
イメージが一
新され、演出

とカテゴリー分けされた作品陳列が素
晴らしく、来年にはより多くのお客様を
動員したい」、「アンソロジーのコンパク
トバージョンを大阪以外で広げていっ
てほしい」、「作家のジュエリーは非常に
興味深い。個展を是非開催したい」など
の声や要望が早速届きはじめている。
　来場者からも「7年前に高校生だっ
た私は、アンソロジーでダイヤモンドの
話に感動し、ジュエリーに携わる仕事
がしたいと思いました。現在は医療関
係の仕事をしていますが、ジュエリー
コーディネーターの資格は取得しまし
た」、「本物の桜やマジックショーと最
高の演出に感動し、次回はドレスを着
て参加したいと思います」との感動の
声が多く寄せられた。

日本のジュエリーを、日本人が愛すこと
多くの小売店が共感し、集客と売上に成功

舟串盛雄コーナー

FABERGE

CARLO PARLATI

栄光時計のアンソロジー大阪
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